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山形県月山における雪氷藻類による彩雪現象の時空間分布とその決定要因

Spatio-temporal variations of algal snow in Mt. Gassan, Yamagata
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　山形県の月山山麓の樹林帯の積雪では, 雪上で繁殖する藻類によって, 赤や黄, 緑色に彩られた雪がよく見ら

れる．このような彩雪現象の色や分布は, 積雪表面の物理的または化学的条件が関与していると考えられてい

る．例えば，南極の積雪では，栄養塩濃度が高い富栄養環境では緑色の色素を持つ藻類が繁殖し, 反対に貧栄

養環境では赤色の色素を持つ藻類が繁殖するということが知られている. しかしながら，日本国内の山岳地域

の彩雪現象の時空間分布とその決定要因については，まだわかっていない．そこで本研究では, 彩雪現象の分

布とその要因を明らかにするために, 融雪期の月山の積雪において，藻類バイオマスやその種類，栄養塩濃度

の季節変化と高度分布について調査を行った. 

 

　積雪の採取は, 2018年5月から6月の間, 月山の前山・姥ヶ岳の南側の尾根沿いの標高800mから1500mまで

の7地点で2回にわたって行った．各場所で雪面から1cm程度までの積雪をランダムに一地点から適量採取し

た. 試料はワールパックに入れ, 研究室に持ち帰った後解凍した. 解凍した雪は, 蛍光光度計によってクロロ

フィルa量を，分光光度計によって抽出色素のスペクトルを，イオンクロマトグラフィー法によって溶存化学

成分の測定を行った. また, 解凍した雪の一部は適宜顕微鏡で観察した. 

 

　姥ヶ岳南側の尾根沿いの高度別の調査の結果，５月は緑雪のみが観察され，６月になると森林限界よりも上

部で赤雪，森林限界よりも下部で橙雪が多く見られた．サンプルから抽出した色素の吸光スペクトルを分析し

た結果，５月，６月ともに二種類の波形が見られた．５月はどのサイトでも，大きな吸収は見られな

かった．一方，６月は，森林限界より上部と下部において波形がわかれ，どちらも５月に比べて大きな吸収が

見られた．彩雪中の藻類バイオマスは5月から6月にかけて，標高の違いによらず増加した．藻類の繁殖に必要

な栄養塩である，硝酸イオンとリン酸イオンの濃度は，標高による違いはなかったが，５月に比べて６月の濃

度は低かった．以上の結果から，積雪表面の栄養塩濃度の低下，および樹木の有無が，繁殖する藻類に影響

し，それぞれ異なる色の着色現象を引き起こしている可能性が示唆された．
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